
 

 

2017 AUTOBACS SUPER GT Report 

MOTEGI GT GRAND FINAL 
第８戦 ツインリンクもてぎ 

ZENT CERUMO LC500 

#38 立川祐路／石浦宏明 
◆11月 12日（日） RACE 

決勝結果 ３位 
 

＜決勝＞天候：晴れ コース状況：ドライ 
 まさかの予選Q1敗退と、
LEXUS TEAM ZENT CERUMO
にとっては悔しい結果となった公
式予選から一夜明け、SUPER GT
第８戦は決勝日を迎えた。抜ける
ような青空のもと、朝からサーキ
ット周辺に渋滞が起きるほどで、
この日の決勝日は３万 6000人も
のファンがツインリンクもてぎに訪れていた。 
 
 チームは前日ドライバーが訴えたアンダーステアの症状の回復を目指し、ピ
ットウォーク等のイベントをこなしながら、午後０時 15分からのウォームア
ップに臨み、立川祐路がステアリングを握りコースへ。ZENT CERUMO 
LC500 にはやはりレースでの戦闘力があることを確認した。 
 

 迎えた午後 1時 30分からのスタート
で、ステアリングを握ったのは立川だ。
９番手グリッドからスタートし、追い上
げるためにはどうすればいいか……!? 
チャンスがあるのはスタート直後、そし
てピット作戦での逆転だ。チームは立川



 

 

に序盤、可能な限りポジションを上げてもらい、早めにピットインを行い、ラ
イバルのタイムが落ちはじめるうちにスパートする、いわゆる“アンダーカッ
ト”の作戦を立てていた。 
 
 栃木県警、そしてDTMドイツツーリ
ングカー選手権のマシンとともに走る１
周のパレードラップのあと、迎えたスタ
ート目前。フロントロウの#23 GT-R
と、#6 LC500 が接触。これで#6 
LC500 はマシンにダメージを受けてし
まう。序盤、その#6 LC500 を先頭と
した２番手争いが白熱していった。 
 
 しかし、混戦でこそ強いのが立川だ。１周目に早くも７番手にポジションを
上げると、さらに６周目には#6 LC500 と#24 GT-R が接触した混乱に乗じ、
立川は５番手に浮上。また、７周目には#36 LC500 がトラブルに見舞われ、
さらにもうひとつ順位を上げ４番手へ。ピットは大いに盛り上がる。 
 

 好ペースで 12周目には前を走る#46 
GT-R に接近した立川だが、当初の予定
どおり早めのドライバー交代を行うべ
く、18周を終えてピットイン。石浦宏
明に交代する。53周のレースで石浦は
長いスティントを担当することになる
が、いかに中盤でタイムを稼ぎ、タイヤ

が苦しくなるであろう終盤までにタイヤを温存するかが石浦のミッションだ。 
 
 21 周目には１分 40秒 414と、このレースでのベストを記録しタイムを稼
ぐ石浦に対し、20～27周あたりには上位陣もピットイン。全車がピットイン
を終えてみると、LEXUS TEAM ZENT CERUMOが立てた作戦は見事成功。
石浦は３番手を走行していた。ただ、残りは 15周以上。後方からは、バトル
を展開しながら#17 NSX-GT と#100 NSX-GT の２台が近づきつつあった。 



 

 

 
 しかし、ピットは立川が履いたタイヤの様子を確認し、石浦に的確に後続と
の差とタイヤの状況を伝えていく。石浦は、48周目には１分 42秒 260とペ
ースアップ。後続とのマージンを稼ぎ出し、そのままチェッカー。３位表彰台
を獲得した。 
 

 残念ながらチャンピオンには届かなか
ったものの、予選からきっちりとチーム
が一丸となり、表彰台まで追い上げるこ
とには成功した。シリーズ後半戦、
ZENT CERUMO LC500 のフィーリン
グにも手ごたえを感じており、さらにこ
のレースではチーム力の高さも再確認

し、今シーズンのラストレースを締めくくった。2017年シーズンは終わった
ばかりだが、すぐにまたテストが始まる。2018年こそタイトルを奪回するべ
く、LEXUS TEAM ZENT CERUMOはふたたび挑戦を始める。 
 
ドライバー／立川祐路 
「予選がうまくいきませんでしたが、クルマの感触は
悪くなかったですからね。決勝では後方からのスター
トだったものの、追い上げられるだけ追い上げようと
思っていました。レースでは早めにピットに入る作戦
にしていて、それもうまくいって、最低限の追い上げ
はできたと思っています。序盤は混戦でしたが、うま
く切り抜けることもでき、後半は石浦選手が長いステ
ィントを頑張ってくれて、表彰台まで上がることがで
き良かったです。今季を全体を通してみると、うまく
いかないレースも多かったので、来季は１年間きっちりと戦い、タイトルを狙
いにいきたいです」 
 
 
 



 

 

ドライバー／石浦宏明 
「レースでは１周目から立川選手が大きく順位を上げ
てきてくれました。その後も早めにピットインして、
終盤苦しくなるとしても、ポジションを上げようとい
う戦略を採りました。予定どおりにいき、３番手に上
がることができたと思います。終盤ライバルに差を詰
められたところもありましたが、立川選手のタイヤの
状況を見て、ピットから連絡をもらいながら、最後に
プッシュして終えることができました。自分のスティ
ントはしっかりこなせたと思いますが、予選順位から
すると挽回できたものの、もう少し速さが必要だと思っています。来季に向け
て、すぐにテストも始まりますので、しっかりと頑張りたいと思っています」 
 
浜島裕英監督 
「ピット作戦もアンダーカットがうまくいき、ふたりのドライバーが粘り強く
走ってくれましたし、ピットもエンジニア含め、クルーも仕事をこなしてくれ
たのがこの結果だと思っています。その点では、来季に繋がるいいレースでシ
ーズンを終えることができたのではないでしょうか。今季はレースごとに良い
ときもあれば悪いときもあり、その差が大きかったことが、チャンピオン争い
の上位に食い込むことができなかった要因になってしまったのではと思いま
す。来季に向けて、持ち込みから速いクルマづくりをみんなで考えていかない
といけませんね」 
 

 



 

 

 
決勝結果表 

 

Rank 
Car 

No. 
CarName Laps Total Time BestLapTime 

1 23 MOTUL AUTECH GT-R 53 1:31'44.581 1'40.077 

2 37 KeePer TOM'S LC500 53 1:31'50.844 1'40.483 

3 38 ZENT CERUMO LC500 53 1:31'57.934 1'40.414 

4 17 KEIHIN NSX-GT 53 1:32'04.543 1'40.751 

5 100 RAYBRIG NSX-GT 53 1:32'05.118 1'40.723 

6 46 S Road CRAFTSPORTS GT-R 53 1:32'05.438 1'40.944 

7 12 カルソニック IMPUL GT-R 53 1:32'23.490 1'41.159 

8 1 DENSO KOBELCO SARD LC500 53 1:32'31.326 1'41.059 

9 8 ARTA NSX-GT 53 1:32'46.302 1'40.638 

10 64 Epson NSX-GT 53 1:33'13.250 1'41.190 

11 16 MOTUL MUGEN NSX-GT 52 1:31'47.507 1'40.669 

12 24 ﾌｫｰﾗﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ ADVAN GT-R 52 1:32.22.942 1'40.740 

13 6 WAKO'S 4CR LC500 51 1:29'42.203 1'40.960 

14 36 au TOM'S LC500 42 1:33'13.873 1'40.393 

15 19 WedsSport ADVAN LC500 38 1:06'59.069 1'41.399 

 


